
 

 

令和２年１月１６日 

枚方寝屋川消防組合 

 本消防組合における、平成３１年／令和元年（１月から１２月まで）の消防統

計の速報値を取りまとめましたので、その概要を公表します。 

１ １１９番通報について（※交野市を含む） 

 枚方寝屋川消防組合・交野市消防指令センター全体の１１９番通報件数は６６，

２６２件で、大阪府北部地震や台風の影響があった前年（６７，８９６件）より 

１，６３４件減少しました。 

２ 火災について 

 火災件数は１６７件（枚方市１００件、寝屋川市６７件）で、前年（１８５件）

より１８件減少しました。 

 火災による死者は５人（枚方市２人、寝屋川市３人）で、前年と同数でした。 

３ 救急について 

 救急出動件数は３７，９２７件で、前年（３７，７５１件）より１７６件増加、

救急搬送人員は３４，２０７人で、前年（３３，７９０人）より４１７人増加し、

いずれも過去最多となりました。 

４ 救助について 

 救助事故件数は２５９件で、大阪府北部地震や台風の影響があった前年（３３６

件）より７７件減少しています。 

 

※ 詳細については別添のとおりです。 

 

広報資料 

【問い合わせ先】 
枚方寝屋川消防組合 
情報指令課  TEL 072−852−9806 
警防課    TEL 072−852−9917 
救急課    TEL 072−852−9918 
総務管理課（広報） TEL 072−852−9903 
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１１９番通報の主な特徴 

 

１ １１９番通報は約１，５００件減少 

 平成３１年／令和元年の問い合わせ等を含めた１１９番通報は６１，０８５件で、前年

（６２，６３４件）より１，５４９件減少しました。 

 これは、枚方市・寝屋川市の市民の約１０人に１人が１１９番通報をしたことになりま

す。 

 また、指令業務を共同運用している交野市からの通報は５，１７７件で、枚方寝屋川消

防組合・交野市消防指令センター全体では６６，２６２件（１日平均約１８２件）となり、

大阪府北部地震や台風の影響があった前年（６７，８９６件）より１，６３４件減少しま

した。 

※ 平成２７年７月から、枚方寝屋川消防組合と交野市消防本部において消防指令業務の共同運用を

行っています。 

 

回線別の受信件数の構成比の５年ごとの推移 

 

２ １１９番通報のうち約６割が救急関係 ※交野市を含む 

 １１９番通報のうち、災害事案に関する通報は４２，５０５件で、前年（４２，４８４

件）より２１件増加しています。 

 「救急関係」の通報が増加しており、４１，１６８件で通報全体の約６割を占めていま

す。 

 また、「各種問い合わせ」、「悪戯」、「間違い」などの緊急性のない通報が２３，１０２

件、他市の通報を転送したものが６５５件となっています。 
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１１９番通報（災害事案）の構成比の５年ごとの推移 

 

３ 出動指令を出した事案は全体の約６割 ※交野市を含む 

 １１９番通報に対して実際に出動指令を出した事案は４１，７５３件で、通報件数に対

する割合は約６割となっており、前年（４１，８６４件）より１１１件減少しています。 

 

出動指令件数と未指令件数の構成比の５年ごとの推移 

 

４ 救急車が到着するまでの間の応急手当を口頭で指導 

 救命率向上のために、救急車が到着するまでの間、通報者から傷病者の状態を聴取し、

心肺蘇生法などを口頭で指導しています。 

 平成３１年／令和元年の指令センターからの口頭指導の件数は３４３件で、そのうち

「心肺蘇生（胸骨圧迫、人工呼吸）」３２５件（「ＡＥＤ」２７件を含む）、「その他（異物

除去、止血法、熱傷手当等）」７６件となっています。（重複あり。） 

 また、救急現場においてバイスタンダー（居合わせた方）による心肺蘇生等が大変重要

になります。本消防組合では、救急活動に協力して下さった方に対して感謝の気持ちを込

めて「勇気こころのカード」を配布しています。  
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火災の主な特徴 

 

１ 火災件数は１６７件で前年より１８件減少 

 平成３１年／令和元年の火災件数は１６７件（枚方市１００件、寝屋川市６７件）で、

前年（１８５件）より１８件減少しており、過去１０年間で最少件数となりました。 

 

火災件数と火災種別の構成比の１０年ごとの推移 

 

 

火災種別の構成比 
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２ 出火原因 １位「放火」、２位「こんろ」、３位「たばこ」 

 出火原因別に見ると、１位「放火（疑い含む）」４７件（２８．１％）、２位「こんろ」

２８件（１６．８％）、３位「たばこ」２１件（１２．６％）、４位「電気関係」１５件（９．

０％）の順となっています。 

 「放火」は、２１年連続で、出火原因の１位となっています。 

 

主な出火原因の構成比 

 

 

主な出火原因の構成比の５年ごとの推移 
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３ 火災による死者は５人、負傷者は７５人 

 火災による死者は５人（枚方市２人、寝屋川市３人）で、前年と同数でした。 

 死者５人すべてが６５歳以上の高齢者で、うち建物火災によるものが４人でした。 

 負傷者は７５人（枚方市１９人、寝屋川市５６人）で、前年（４５人）より３０人増加

しています。 

 

４ 住宅用火災警報器について 

 住宅用火災警報器を設置することで火災発生時の死亡リスクや損失の拡大リスクが大

幅に減少しています。 

【参考】平成 28 年から平成 30 年までの３年間における失火を原因とした住宅火災につ

いて、住宅用火災警報器の効果を分析した結果、住宅用火災警報器を設置している場合

は死者数が４割減、焼損床面積と損害額が概ね半減したことがわかりました。 

 

 住宅火災から命をまもるために、住宅用火災警報器を設置しましょう。 

 また、いざという時に住宅用火災警報器が正常に作動するよう、定期的に作動確認を行

いましょう。 
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救急の主な特徴 

 

１ 救急出動件数、救急搬送人員がともに過去最多 

 平成３１年／令和元年の救急出動件数は３７，９２７件（枚方市２２，７２３件、寝屋

川市１５，０７５件、その他１２９件）で、前年（３７，７５１件）より１７６件（０．

５％）増加し、過去最多となっています。 

 また、救急搬送人員は３４，２０７人（枚方市２０，４１２人、寝屋川市１３，７２２

人、その他７３人）で、前年（３３，７９０人）より４１７人（１．２％）増加し、過去

最多となっています。 

 １日の平均出動件数は約１０４件で、救急隊１隊あたりの１日の出動件数は約６．１件

となっています。 

※ その他とは、第二京阪道路、交野市等へ出動した件数です。 

 

救急出動件数及び搬送人員の１０年間の推移 

 

 

２ 事故種別救急搬送 １位「急病」、２位「一般負傷」、３位「交通事故」 

 事故種別ごとの救急搬送人員は、１位「急病」２３，２８０件（６８．１％）、２位「一

般負傷」５，３９５件（１５．８％）、３位「交通事故」２，８６０件（８．４％）の順

となっています。 
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事故種別の搬送人員と構成比の５年ごとの推移 

 

 

３ 救急搬送人員の約６割が６５歳以上の高齢者 

 年齢区分別による搬送人員は、６５歳以上の高齢者が２０，１５７人で、全体の約６割

を占めています。 

年齢区分別の搬送人員の構成比 

 

年齢区分別の搬送人員と構成比の５年ごとの推移 
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４ 救急搬送人員の約６割が軽症者 

 症度別による搬送人員は、軽症者が２１，９８９人で、全体の約６割を占めています。 

 

症度別の搬送人員と構成比の５年ごとの推移 
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５ 救急出動全体の約１割は不搬送、そのうち約７割は搬送拒否 

 不搬送には現場処置、死亡が確認できる状態の場合や医師搬送のための理由もあります

が、約７割は救急車での搬送を拒否、誤報、悪戯、酩酊等が占めています。 

 

搬送数と不搬送数の構成比の５年ごとの推移 

 

 

６ ドクターカー出動件数 

 平成２９年４月から救命率の向上を図るために、医師が救急車に同乗し、救急現場にて

医療行為を行うドクターカーを運用しています。（平日の９時～１７時まで） 

 平成３１年／令和元年の出動件数は３４２件（枚方市２０５件、寝屋川市１０７件、そ

の他３０件）で、１日の平均出動件数は約１．８件となっています。 

 事故種別では、１位「急病」２５２件（７３．７％）、２位「一般負傷」２６件（７．

６％）、３位「交通事故」２５件ずつ（７．３％）の順となっています。 

 ドクターカーの出動項目別では、「心肺停止」９２件（２６．９％）、「急性脳卒中」５

５件（１６．１％）、「高エネルギー外傷（交通事故や高所からの転落）」３５件（１０．

２％）となっています。 

※ その他とは、第二京阪道路、交野市等へ出動した件数です。  
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救助の主な特徴 

 

１ 救助事故件数は７７件減少（１日平均約０．７件の出動） 

 平成３１年／令和元年の救助事故件数は２５９件で、前年（３３６件）より７７件減少

しています。 

 そのうち、救助隊が活動した件数は２３７件で、前年（３１６件）より７９件減少して

います。 

 

２ 救助人員は前年と比較して５８人の減少 

 平成３１年／令和元年の救助人員は１３２人で、前年（１９０人）より５８人減少して

います。 

事故種別の救助人員と構成比の５年ごとの推移 

 

 

３ 事故種別救助事故件数 １位「建物等の事故」、２位「火災」、３位「交通事故」 

 事故種別ごとの件数は、１位「建物等の事故」６１件（２３．６％）、２位「火災」５

６件（２１．６％）、３位「交通事故」４５件（１７．４％）の順となっています。 

 

事故種別の救助出動件数と構成比の５年ごとの推移 
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